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【序論】シリコン基板をスライスする際に大量に生成･廃棄されるシリコン切粉から、バルク状態

とは異なる物性を持つシリコンナノ粒子を創製することができる。これまで、シリコンナノ粒子

から量子サイズ効果によって拡大したバンドのバンド間遷移に由来する青～緑色のフォトルミネ

ッセンス（PL）が得られていた。本研究では、シリコンナノ粒子によって、粒子表面に吸着する

分子の PL 強度を増強させることに成功した。 

【シリコンナノ粒子の作製】p 型結晶シリコンの切粉を、ZrO2 ビーズで粉砕した。得られたシリ

コンナノ粒子の粉末 X 線回折（XRD）スペクトルに Scherrer 法を適用することで、粒子の平均結

晶子径が 4.8 nm に到達しているという結果が得られた（図 1）。 

【シリコンナノ粒子による分子の発光増強】このシリコンナノ粒子をアセトンで洗浄･加熱乾燥し

た後、2 x 10
-8

 M の 9,10-ジメチルアントラセン（DMA）を含むヘキサン溶液と超純水を同量ずつ

加えて撹拌することで、粒子表面に DMA を吸着させた。図 2 に示すように、DMA を吸着したシ

リコンナノ粒子は、DMA と同じ形状の PL スペクトル、すなわち DMA のπ-π*遷移による発光

を示した。また、DMA 中にシリコンナノ粒子を分散・吸着させることで分子の PL 発光強度の増

大が観測された。現在、PL 発光強度の増強率と増強のメカニズムを検討中である。 

図 1: シリコン切粉から形成するシリ

コンナノ粒子の XRD スペクトル 

図 2: 9,10-ジメチルアントラセン（DMA）と

シリコンナノ粒子（SiNP）のヘキサン

溶液の PL スペクトル 
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